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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月18日(2012.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像信号を補正する画像処理装置であって、
　前記画像信号の輝度成分に対して階調補正処理を行う階調補正部と、
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　所与の空間周波数帯域において所与の輝度レベル範囲の画像信号に対して、該画像信号
の輝度成分の補正量を、前記階調補正処理の処理内容に応じて算出する輝度成分補正量算
出部と、
　前記輝度成分補正量算出部によって算出された前記補正量を用いて、前記階調補正部に
よる前記階調補正処理後の前記画像信号の輝度成分を補正する輝度成分補正部とを含むこ
とを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記階調補正部は、
　補正前の輝度成分と補正後の輝度成分の関係を示す補正カーブに従って階調補正処理を
行い、
　前記輝度成分補正量算出部は、
　前記補正カーブの傾きに応じて前記補正量を算出することを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記輝度成分補正量算出部は、
　前記補正カーブの傾きが小さい階調に対応する前記画像信号の輝度成分ほど大きくなり
、かつ、前記補正カーブの傾きが大きい階調に対応する前記画像信号の輝度成分ほど小さ
くなるように、前記補正量を算出することを特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかにおいて、
　前記輝度成分補正量算出部が、
　前記階調補正処理の処理内容及び視環境に応じて、前記補正量を算出することを特徴と
する画像処理装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記輝度成分補正量算出部が、
　外光と前記画像表示部の出力光の輝度比を前記視環境として前記補正量を算出すること
を特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかにおいて、
　前記画像信号の輝度成分の空間周波数を解析する周波数解析部を含み、
　前記輝度成分補正量算出部が、
　前記画像信号の輝度成分の補正量を、少なくとも、前記周波数解析部の解析結果及び前
記階調補正処理の処理内容に応じて算出することを特徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記周波数解析部は、
　前記画像信号の輝度成分から所与の輝度ノイズ成分を除去する輝度ノイズ除去部を含み
、
　前記輝度成分補正部は、
　前記補正量を用いて、前記輝度ノイズ除去部によって前記輝度ノイズ成分が除去された
前記画像信号の輝度成分を補正することを特徴とする画像処理装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかにおいて、
　前記輝度成分補正部による補正前後においてｘｙ色度の値が変化しないように前記画像
信号の色差成分を補正する色差成分補正部を含むことを特徴とする画像処理装置。
【請求項９】
　請求項８において、
　前記輝度成分補正部による補正前後の前記画像信号の輝度成分に基づいて、ｘｙ色度の
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値が変化しないように該画像信号の色差成分の補正量を算出する色差成分補正量算出部を
含み、
　前記色差成分補正部が、
　前記色差成分補正量算出部によって算出された前記色差成分の補正量を用いて、前記画
像信号の色差成分を補正することを特徴とする画像処理装置。
【請求項１０】
　請求項９において、
　前記色差成分の調整パラメーターを記憶する調整パラメーター記憶部を含み、
　補正前の前記輝度成分をＹｉｎ、補正後の前記輝度成分をＹｏｕｔ、前記調整パラメー
ターをｂとしたとき、
　前記色差成分補正部は、
　（１－ｂ×（１－Ｙｏｕｔ／Ｙｉｎ））を色差ゲインとして、前記画像信号の色差成分
に前記色差ゲインを乗算することで前記色差成分を補正することを特徴とする画像処理装
置。
【請求項１１】
　画像信号に基づいて画像を表示する画像表示装置であって、
　前記画像信号を補正する請求項１乃至１０のいずれか記載の画像処理装置と、
　前記画像処理装置によって補正された画像信号に基づいて画像を表示する画像表示部と
を含むことを特徴とする画像表示装置。
【請求項１２】
　画像信号に基づいて画像を表示する画像表示装置であって、
　前記画像信号を補正する請求項４又は５記載の画像処理装置と、
　前記画像処理装置によって補正された画像信号に基づいて画像を表示する画像表示部と
、
　前記画像表示部の出力光の輝度と前記外光の輝度とを測定するためのセンサーとを含む
ことを特徴とする画像表示装置。
【請求項１３】
　画像信号を補正する画像処理方法であって、
　前記画像信号の輝度成分に対して階調補正処理を行う階調補正ステップと、
　所与の空間周波数帯域において所与の輝度レベル範囲の画像信号に対して、該画像信号
の輝度成分の補正量を、前記階調補正処理の処理内容に応じて算出する輝度成分補正量算
出ステップと、
　前記輝度成分補正量算出ステップにおいて算出された前記補正量を用いて、前記階調補
正ステップにおける前記階調補正処理後の前記画像信号の輝度成分を補正する輝度成分補
正ステップとを含むことを特徴とする画像処理方法。


	header
	written-amendment

